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地域志向教育研究経費区分：Ⅲ．地域課題解決型
対象となる領域：Ｃ．地域志向社会貢献領域

研究の背景及び目的

実施状況

目標の達成度及び成果 今後の課題及び展開

(1)環境分析（マーケティング課題特定のための自己分析）

• S↔W戦略（強みによって機会を活用するための取り組み）
恵まれた観光資源と、安全・安心だと評価されている農産物を前面に押し出したPRを行う

• S↔T戦略（強みによって脅威を回避するための取り組み）
えびのの魅力を伝え移住増加や人口減少を食い止める取り組みを行い、税金増収を図る

•W↔O戦略（弱みによって機会を逃さないための取り組み）
えびの市産農産物だというPRを若い人から高齢者まで多くの人に分かるような表記をする

•W↔T戦略（弱みや脅威を回避するための取り組み）
他自治体から住みにくい地域だと思われないような取り組みを行う（自殺率の減少等）

(2)マーケティング課題の特定

(3)セグメンテーション（消費者に共通するニーズごとに集団を分ける）

消費者の属性 主に購入されている商品特に望まれていること
弁当・惣菜・パン 品揃えを良くして欲しい
ソフトクリーム・プリン
野菜
野菜 品揃えを良くして欲しい
ソフトクリーム・プリン えびの市の情報を分かりやすく表示してほしい
果物 えびのの地域性のある商品が欲しい
野菜 減農薬の農産物を増やしてほしい
果物
菓子類・饅頭類

1人暮らし、もしくは
親と同居している
青年期の消費者
子供と同居してい
る壮年期及び中年
期の消費者

夫婦2人で暮らして
いる中年期及び前
期高齢期の消費者

•えびの市に知識のある消費者には安全・安心な農産物として認知されている

(4)ポジショニング（競合する他自治体との違い）

(5)マーケティングミックス（新商品導入の際に中心となる計画）

原産地、特にえびの市
で生産された商品であ
るという事が分かるよう
に表示する。世帯員数
の多いファミリー向けの
商品には特に原産地表

記を明確にする

若い消費者に対して
は質よりも量を重視
するなど、消費者属
性や購買場面を考
慮した設定を行う

現状では道の駅「え
びの」に限定した商
品の設定、流通を想

定する

よく道の駅「えびの」に
来る消費者の属性を
意識した広告発信を行

う

製品の特徴
(Product)広告

(Promotion)

流通の利便性
(Place)

価格
(Price)

４P戦略

えびの市には特産品として米や畜産、キンカン、焼酎といった農産物や農産物加工食品があるものの、これらは宮崎県全体のブランド
として扱われ、えびの市の独自性を発揮できずにいる。本研究では道の駅「えびの」におけるアンケート調査、およびそれに基づくマーケ
ティング戦略立案を通じて、どの品目・品質のものをどのように販売していくか、マーケティングの４Ｐに基づいた戦略を明らかにする。

環境分析・マーケティング戦略へ

SWOT分析

えびの市産農産物が安心・安全だと思われている（１） 電車、バス等公共サービスの不足（２）
観光資源に恵まれている（１） えびの市産農産物の宣伝不足（２）
隣県から来やすい立地にある（１） えびの市農産物表示の分かりづらさ（3）

消費者が原産地を購入時に重要視している（４） 人口減少（による公共サービスの低下等）（２）
安心・安全な農産物を求めている消費者が多い（３） 高い自殺率（などから見られる生活のしづらさ）（２）
リピーターが多い（３） 町に活気が無いと思われている（２）

好ましい
傾向

好ましくな
い傾向

外部環境

内部環境

強み（Strengths）

機会（Opportunities）

弱み（Weaknesses）

脅威（Threats）

この結果より
道の駅「えびの」とアンケート実施の様子

【アンケートの実施・集計】
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本年度に作成したアンケートフォームを利用して消費者属性別の選
好を引き続き明らかにするとともに、生産者サイドからみた農産物差別
化やインターネット販売の可能性を検討する。

併せて、えびの市の農産物を利用して実際に外観評価や内部品質
評価を試みるとともに、これらの情報と消費者需要、価格等との関連
について検討を進める。


